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る
と
の
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
ゐ
る
。

我
が
国
は
今
日
ま
で
の
五
十
年
近
く
の

間
、
年
ご
と
に
支
那
と
の
経
済
的
結
び
付

き
を
深
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
気
が
つ
い

て
み
た
ら
共
産
党
独
裁
国
家
は
最
先
端
の

電
子
技
術
を
我
が
も
の
と
す
る
「
軍
事
大

国
」
化
し
て
ゐ
た
。
い
ま
や
南
シ
ナ
海
ス

プ
ラ
ト
リ
ー
諸
島
に
お
け
る
埋
め
立
て
や

我
が
尖
閣
諸
島
海
域
で
の
活
動
に
見
ら
れ

る
や
う
に
、
現
状
変
更
を
試
み
る
と
と

も
に
、
そ
の
既
成
事
実
化
を
進
め
て
ゐ

る
。
台
湾
へ
の
軍
事
的
威
圧
を
隠
さ
う
と

も
し
な
い
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の

は
、
既
存
の
国
際
秩
序
を
無
視
し
て
、
敢

へ
て
不
測
の
事
態
を
招
く
こ
と
を
も
辞
さ

な
い
と
す
る
独
善
的
な
姿
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
（
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
一
部
で
あ
っ
た
ク
リ
ミ
ア
が
一
方
的
に
ロ

シ
ア
に
編
入
さ
れ
た
）
の
や
う
な
事
態
を
東
ア

ジ
ア
に
お
い
て
惹
起
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど

う
す
べ
き
か
。
支
那
の
軍
事
擡
頭
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
の
責
任
は
一
層
重
く
な
っ
て
ゐ
る

は
ず
で
、
三
月
十
二
日
の
日
米
豪
印
四
ヶ

国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
首
脳
会
談
で
は
対
支
那

牽
制
で
の
共
同
歩
調
が
確
認
さ
れ
た
。
し

か
し
憲
法
が
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
が
そ
の

足
並
み
を
乱
し
か
ね
な
い
。
四
月
十
七
日

の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
日
米
首
脳
会
談
で
は

「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性
」

が
確
認
さ
れ
た
。
ど
う
考
へ
て
も
憲
法
の

改
正
は
待
っ
た
な
し
！
で
あ
る
。

（
公
益
財
団
法
人	

合
気
会
国
際
部
）

二
年
度
で
総
額
五
兆
三
千
億
円
余
だ
。「
防

衛
白
書
」
を
参
照
し
つ
つ
支
那
の
軍
事
動

向
の
大
概
を
記
す
と
次
の
や
う
に
な
る
。

長
年
に
亘
る
多
額
な
予
算
配
分
に
よ
っ

て
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
戦
力
や
海
上
・
航
空

戦
力
を
中
心
に
、
軍
事
力
は
質
量
と
も
に

急
速
に
強
化
さ
れ
た
。
敵
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
混
乱
な
ど
を
可
能
と
す
る
サ
イ

バ
ー
領
域
や
、
敵
の
レ
ー
ダ
ー
な
ど
を
無

効
化
す
る
電
磁
波
領
域
に
お
け
る
能
力
も

急
速
に
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
敵
の
宇
宙
利

用
を
制
約
す
る
能
力
の
強
化
策
も
続
い
て

ゐ
る
。
か
う
し
た
軍
事
力
の
高
度
化
は
、

遠
隔
地
で
あ
っ
て
も
作
戦
遂
行
を
可
能
に

す
る
。
そ
し
て
、
軍
事
資
源
と
民
間
資
源

（
平
時
か
ら
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
軍
事
転
用
な

ど
）
と
の
結
合
を
謳
ふ
「
軍
民
融
合
」
を

全
面
的
に
推
進
し
て
、
軍
事
利
用
が
可
能

な
先
端
技
術
の
開
発
・
獲
得
に
も
力
を
入

れ
て
ゐ
る
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
軍
事

活
用
に
も
取
組
ん
で
ゐ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
権
益
の
保

護
な
ど
を
名
目
に
、
よ
り
遠
方
海
域
で
の

作
戦
遂
行
能
力
の
向
上
を
念
頭
に
、
二
〇

三
五
年
ま
で
に
軍
隊
を
近
代
化
し
て
、
二

十
一
世
紀
中
葉
に
は
世
界
一
流
の
軍
隊

に
す
る
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、

従
前
か
ら
の
「
三
戦
」
と
呼
ば
れ
る
「
輿よ

論ろ
ん

戦
」、「
心
理
戦
」
及
び
「
法
律
戦
」
を

軍
の
政
治
工
作
に
位
置
づ
け
て
ゐ
る
。
軍

事
闘
争
（
作
戦
）
を
政
治
、
外
交
、
経
済
、

文
化
、
法
律
な
ど
の
各
分
野
と
関
連
さ
せ

ふ
。（
チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
、
四
月
四
日
視
聴
）。

こ
こ
三
十
年
間
で
飛
躍
的
な
経
済
発

展
を
遂
げ
た
支
那
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
抜
い
て
世
界
第
二
位
と

な
っ
た
。
日
本
と
の
経
済
関
係
に
は
深
い

も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
経
済
発
展
を
背
景

に
着
実
に
軍
事
力
の
増
強
を
進
め
て
き
た
。

二
〇
二
〇
年
の
国
防
予
算
は
約
一
兆
二

六
八
〇
億
元
（
一
元
＝
十
六
円
で
換
算
す
る

と
、
日
本
円
で
約
二
十
兆
二
八
八
〇
億
円
）
と

発
表
さ
れ
て
ゐ
て
、
国
防
費
の
増
加
は
著

し
く
一
九
九
〇
年
か
ら
三
十
年
間
で
約
四

十
四
倍
と
な
っ
て
ゐ
る
。
し
か
も
、
公
表

さ
れ
た
国
防
予
算
の
額
に
は
、
外
国
か
ら

の
装
備
購
入
費
や
研
究
開
発
費
な
ど
は
含

ま
れ
て
ゐ
な
い
。
二
〇
一
八
年
の
実
際
の

国
防
支
出
は
公
表
の
金
額
よ
り
も
三
百
億

ド
ル
（
約
三
兆
三
千
億
円
）
以
上
多
い
と
見

ら
れ
て
ゐ
る
（
米
国
防
省
分
析
）。

ち
な
み
に
わ
が
国
の
防
衛
費
は
、
令
和

わ
が
国
を
取
り
巻
く
現
下
の
状
況
は
、

性
懲
り
も
無
く
迷
惑
行
為
を
繰
り
返
す
隣

人
に
苦
情
を
言
っ
て
も
耳
を
藉
さ
な
い
ど

こ
ろ
か
、
そ
れ
に
輪
を
掛
け
て
不
法
行
為

を
仕
掛
け
て
く
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ら

う
。
国
際
公
約
を
顧
み
る
こ
と
な
く
「
反

日
」
に
狂
奔
す
る
韓
国
に
呆
れ
て
し
ま

ふ
が
、
就
中
、
現
在
最
も
用
心
す
べ
き
は
、

支
那
（
中
華
人
民
共
和
国
）
で
あ
る
。

今
朝
（
四
月
二
十
七
日
付
）
の
産
経
紙
に

は
、
尖
閣
近
海
の
接
続
水
域
で
「
二
十
六

日
、
中
国
海
警
局
の
船
二
隻
が
航
行
し
て

い
る
の
を
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
が
確
認

し
た
」
と
あ
っ
て
、
連
続
七
十
三
日
と
の

こ
と
だ
。
し
か
し
、
尖
閣
近
海
で
漁
を
し

た
漁
師
の
話
に
よ
る
と
最
近
の
中
国
公
船

は
島
に
近
い
所
に
ゐ
て
居
座
っ
た
感
じ
で

あ
ま
り
動
か
ず
、
小
さ
な
巡
視
船
は
、
そ

の
外
側
に
ゐ
て
、
支
那
に
よ
る
実
効
支
配

の
実
績
作
り
が
着
実
に
進
ん
で
ゐ
る
と
い

  

支
那
の
軍
事
擡
頭
に
、
ど
う
対
処
す
べ
き
か
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憲
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